







The Actual Condition in Use 
of the National Vacation Village 
* Yutaka SHIROYA * Yasuhiro SAKURAI 
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The leisure problem is important as the national 
life improve. This paper aimes to clear the acutuー
al condition in use of the national vacation vill-
age for investigate the part and problem of the p-
ublic leisre facilities. 
(1) The national vacation village is use mainly 
"Fami1y travel" and "School travel". Though， invo-
lving the gnp between each facility， the shows n 
tendency to increase. 
(2) Use is infuluenced by season. In this paper， 
we classified thease facil ties as season type， 
2 season type， 3season type or other type. 
(3) Under existing eondition， the actual condition 












基本的な目的とするものである O 方法はアジケート調査によるものであり， 1989年10月に西日本の
6休暇村を事前に訪問ヒアリングしたうえでアンケートの様式を作成し，同年11月に全休暇村32村




① 1989年時点における既存休暇村は32村であるが， 1960年代に20村， 70年代に11村が開設され，
1980年度を最後にその後の新設はみられない。
② 宿泊定員は150~300人程度を中心に最少70人，最多600人であるが， 60年代には300人以上の大
規模休暇村， 70年代以降は200人未満の小規模休暇村の割合が相対的に高くなっている D また，






村 Iスキー場+温泉」型4村， Iスキー場」型8村， Iその他(3施設ともになし，あるいは
温泉のみ)J 5村となる o Iその他J5村のうち 3村が臨海(湖)型 2村が山岳型であり，全体
では臨海(湖)型18村，山岳型14村となるO 一方，スポーツ関連の「テニスコートJ I運動場」の
整備状況に注目すると，その両者を持つもの19村，いずれか一方を持つもの11村，いずれも持た
ないもの 2村である o また， Iキャンプ場」
を持つものも24村であるが，山岳型のすべて
が持っているのに対して， I海水浴場+温泉」

















休暇村名 所在地 公園名 指定年度 制醐 勝面草 鮒Z員 主要施設
*1 大久野島 広島 瀬戸内海 目立畑 1961 71. 2 195A 跡事 7キテザ自置
合2 鹿沢 群馬 上信越高原 国立畑 1962 55.0 3563 216A 畝腕ヰ S7'自 OL
宵3 南淡路 兵庫 瀬戸内海猷企画 1962 30.3 6232 319人 戯画 7予自軍
食4 近江八幡 滋賀 琵琶湖 固定湘 1962 28.6 6930 382A 高寺子世自 E
*5 大山鏡ケ成 鳥取 大山隠岐 目立畑 1962 117 2963 157A キs自置
6 裏磐梯 福島 磐梯朝日 目立湘 1962 95.1 264A キsテザ覇軍
食7 伊良湖 愛知 三河湾 固定畑 1962 70.7 6284 25lA 腕車 7ヰテサ自z
8 加太 和歌山 瀬戸内海胆畑 1963 47.1 300A テー自 E
責9 志賀島 福岡 玄海臨湘 1964 37.0 3927 311A 事11自1~ 
10 田沢湖高原 秋田 十和田入幡平国立畑 1964 152 154}. uキsテ自重
11 乗鞍高原 長野 中部山岳 固立畑 1964 60.7 267}. 腕キ S7'自 OL
食12 蒜山 岡山 大山隠岐国立畑 1965 74.2 362A キsテtB OL 
女13 指宿 鹿児島 霧島屋久 目立畑 1964 79.2 2760 273A 敵 .11す自z
禽14 妙高山篇 新潟 上信越高原世湘 1965 161 2422 165A 猷キ S7'自量
禽15 五色台 香川 瀬戸内海目立畑 1965 36.8 2781 244A 7キ予自 1~ 
16 館山 千葉 南房総 固定畑 1965 6.2 298}. 事7テザ自 OL
合17 岩手山箆 岩手 十和田入幡平魁畑 1967 71.9 600A 齢キs予自
責18 勝浦 和歌山 吉野熊野臥畑 1967 1287 192A 温泉車 7自
合19 南伊豆 静岡 富士箱根伊豆魁畑 1967 1.9 7713 364A 齢臨 7予，自
食20 東予 愛媛 瀬戸内海魁畑 1968 27.3 121}. 猷車 7ヰ予自 OL
21 那須 栃木 日光臨畑 1970 25.6 250A 腕臥キs研OL
禽22 宮古 岩手 陸中海岸 目立娼 1072 31. 2 2427 300A 脈事 7キテす自 IOL ~ 
禽23 雲仙 長崎 雲仙天草 目立細 1072 44.4 202A 7キテ智自 E
食201 羽黒 山形 磐梯朝日 目立畑 1071. 73.9 136A キS1HOU
女25 帝釈峡 広島 比婆道後帝釈固定金目 1972 71.6 3062 160A 7キテザ自重
26 能登千里浜 石川 能登半島 固定畑 1972 25.0 206A 直7キテ'自重
27 支勿湖畔 北海道 支勿洞爺臨畑 1973 8.8 132A 臨す覇軍
女28 気仙沼大島 宮城 陸中海岸 目立湖 1973 30.1 1376 150A 事7キテ智自 10L
宮崎29 竹野海岸 兵庫 山陰海岸 目立畑 1973 36.7 1547 157A 事キテ自置
禽30 南阿蘇 熊本 阿蘇くじゅう阻畑 1974 72.3 5230 317A 7キテ世覇軍 OL~ 
31 茶臼山高原 愛知 天竜奥三河 固定量園 1975 41.1 10lA 腕キ S7'自 OL
食32 吾妻山 広島 比婆道後帝釈固定企画 1980 1365 70A 腕キs自OL
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表2 設備状況別客室数
l 帯主 設備無し 和洗 和 T洗 通 BT 洋 .T洗 洋 .8T1961 1 9 22 z 
2 沢 1962 1 6 34 z 
3 
可E司在淡葺路天帝亨蔵一
1962 3 60 1 1 1 
4 1962 37 44 9 
5 1962 25 14 2 
7 
安E良賀高湖 1962 50 5 
8 1964 62 5 4 1 
12 長山 1965 2 1 40 32 4 l 
13 
雪FE冨宿百苔奮一
1965 58 7 
14 1965 23 24 
15 1965 26 30 2 2 
17 }手山箆 1967 5 1 2 l 
18 
F帝{亨禰豆ー
1967 29 4 2 4 
19 1967 36 32 22 
20 1968 25 2 
22 古 1972 29 45 2 2 
23 イ山 1972 33 10 2 
24 、司帯黒夜 1972 24 8 
25 1972 1 9 2 
28 1973 3 1 4 
震F29 1973 32 3 30 1974 26 25 27 2 
32 吾妻山 1980 2 1 5 
32 
2.宿泊利用者数の年度別動向







に，南淡路(兵庫県・ 319人)，近江八幡(滋賀県・ 382人)，竹野海岸(兵庫県・ 157人)という近畿
圏における臨海(湖)型休暇村での顕著な増加が目立っている O とれらに匹敵する増加をみせてし、




妻山(広島県・ 70人)の7362人，続いて羽黒(山形県・ 136人)の 1万4525人であり，いずれも定員
の少ない山岳型小規模休暇村であるO
② 「キャンプ」については， r宿泊」利用者数1000人程度から l万人以上までのパラつきがみら
れる(宿泊者数判明の15村中 1万人以上4村 5千人未満6村)が， 1988年度の「宿舎」に対す
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a. 3シーズン型:月間平均稼働回数が20日を超える月が 5月 8月， 10月の 3シーズγに現わ
れるタイプであり，年間平均稼働日数が200日を超える休暇村のうち五色台，大久野島，南阿
蘇の 3村と蒜山の合わせて 4村CIt、ずれも西日本で，臨海型 2，山岳型 2)が該当する o 4村平
均での年間平均稼働日数は211.5日となる D とのうち，年間平均稼働日数の最も多い五色台で
は 6月 7月 9月， 11月の稼動率の落ち込みが少なく 5月から11月まで高い稼動率が継
続している点が特徴となっているD
b. 2シーズン型:高い稼動率を示すピークが 8月と 5月の 2シーズソに現れるタイプであり，
5月の平均稜働日数が 8月の 2/3以上のものと定義した。年間平均稼働日数が200日を超える
残り 3村を含めて 7村(東日本 1，中部2，西日本4)が該当するが，いずれも臨海(湖)型であ
り 7村平均での年間平均稼働日数は180.9日に低下する o このうち，年間平均稼働日数の最
も多い南伊豆では 6月 7月の落ち込みが相対的に少ないとと，近江八幡では4月の稼動率が
相対的に高いことが特徴となっているo
c. 1シーズン型 8月のみが高い稼動率を示し，他の月の平均稼働日数がすべて8月の 2/3
以下に低下するタイプであり，半数近い10村(臨海型 5，山岳型 5，東日本2，中部 1，西日
本7)が該当する o 10村平均での年間平均稼働日数は130.3日に低下し，最高でも竹野海岸の16
8.1日であるO














の3村では 5月あるいは 6月の増加傾向が目立っている。また，近江八幡，帝釈峡(広島県・ 160
人)，南阿蘇の 3村では，程度は大きくないが増加のみられる月が四季に分散しているo
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が企画 して募集したもの)J r一般旅行(一般の家族旅行 ・職場旅行など)J rその他」の 6分類と




その程度等によ って以下の 7タイプに区分することができる O
a.学校旅行特化型 r学校旅行」のみで過半数に達し， r一般旅行」との合計が 8割を占める
ものO 南阿蘇と蒜山の2村が該当し， いずれも西日本の山岳型の大規模休暇村である。
b.一般旅行特化型 r一般旅行」のみで約8割を占めるものD 気仙沼大島と勝浦の 2村が該当
(定員・1草働回数)
V /Q .v ヨーv vv ~V ovv % 
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が約7割に達し，なおかつ， I学校旅行」の比重が大きいものD 雲仙と近江八幡の 2村が該当
するO
e.一般旅行優勢型 I一般旅行」の割合が50%程度で最も高く I学校旅行Jとの合計が 7，
8割に達するものO 宮古(岩手県・ 300人)，大山鏡ヶ成，伊良湖の3村が該当する O
f.一般その他型 I一般旅行」に次いで「その他」が続く(従って「学校旅行」の割合が相対
的に低下する)ものO 五色台，南淡路，指宿，帝釈峡，東予の西日本 5村が該当し 4村が瀬
戸内海周辺に集中している。
g. その他型 I学校旅行J I一般旅行」以外の利用形態が相対的に目立つタイプであり，志賀
島では「会議研修J，竹野海岸では「企画商品」の割合が相対的に高い。これらを「一般旅行」
と考えればbタイプ(一般旅行特化型)， Iその他」と考えればfタイプ(一般その他型)という
ことになるO 一方，大久野島については， I学校旅行」を中心としながらも， I一般旅行」以
外の多様な形態に分散している点が特徴である O
② 利用形態(3分類)の月別変動については，各休暇村にほぼ共通して「一般」は 8月に集中的
に特化し， I学校・学生」は 5月と10月(あるいは 5月のみ)にピークを形成しているO これに対
して「その他」は，量的には少ないものの，年間を通しでほぼ平均的に現れている O 従って，先
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2鹿沢 100-13.6人/1刷。人 7伊良湖 100-3(.6人/10000"
。d 。d


























































休暇村名 17白2日 2泊3日 3泊4日 4泊以上
大久野島 80 1 5 3 2 
鹿沢 68 22 8 2 
犬山鏡ケ成 8ナ百2 12O 5 3 
重主
5 5 
64.3 35 0.4 0.3 
80 1.0 5 5 
50 30 10 1 0 
94 5 1 
85 10 3 2 
}洞 80 20 
~i!i 80 1 5 5 
仙 60 25 10 5 
、|高黒官 50 30 10 1 0 
75 20 τ 4 l 野海岸 70 20 
阿蘇 92 8 
吾妻山 7 5 20 5 





畷村名 耳 面正 件司自lλ盈
I 野島 30 5 たまに る 31 10 
z 25 20 主た に る 21 3 
-ーτす3 路 30 7.7 歪に る 4 芋旦 20 -zo ヨt<事い10 6.7 ーた杢まてに萄: る 151 50 
12 3.4 5.8 、ー
13 20 10 たま』こ 「る lono 
14 山盛 20 20 たまに る
15 L台 1 5 5 たまに る 10100 
17 ユ山襲 20 10 たまに る 10 30 
18 1 6.7 7 たまに る 31 7 
19 旦 25 7.3 よく有る 501 410 
2 古 40 10 たまに 41 9 
震23 m{1由 3 ro 克まE24 pfl黒 1 5 5 たまに 31 6 
25 Iff釈 5 7 金〈編い
28 i膏f山1 15 5 だま記 面る29 ;岸 20 10 たまに 筒育事る 3 30 lWi阿 10 6 でた杢ま之に宮 51 20 
32書 10 否 、ー
1 7.7 9.3 
42 
は帝釈峡の50.1%である白なお， r宿泊J~こ比して「昼食休憩」利用者の月別変動は少ない。
② 「運動施設J利用者の割合については， rなL(無記入を含む)J 8村， r10%未満J5村，





























者が多いという事実もある O このような困難な現実の中で， r自然」を素材とした教育的機能を
発揮していくことこそが，公共的余暇関連施設としての国民休暇村に与えられた最大の役割とい
えるのであろう o
